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天

然

記

念

物 

岩

手

の

ヤ

マ

モ

モ 

 

岩

手 

児

玉

政

吾 

  

岩

手

下

町

の

秋

葉

神

社

境

内

南

東

に

、

ヤ

マ

モ

モ

の

大

木

が

あ

り

、

か

た

わ

ら

に

 昭

和

一

五

年

一

月

 

建

設

 

天

然

記

念

物

 

岩

手

の

ヤ

マ

モ

モ

 

岐

阜

県

 

の

石

標

が

建

っ

て

い

ま

す

。

 

「

ど

う

し

て

天

然

記

念

物

に

指

定

さ

れ

た

か

」

と

疑

問

を

も

ち

調

べ

た

と

こ

ろ

 

ヤ

マ

モ

モ

は

楊

梅

科

に

属

し

、

本

州

の

南

部

、

四

国

、

九

州

、

沖

縄

に

自

生

す

る

暖

地

性

の

常

緑

喬

木

で

、

台

湾

、

中

国

、

イ

ン

ド

地

方

ま

で

分

布

し

、

雌

雄

異

株

で

、

四

月

頃

開

花

し

、

六

、

七

月

に

核

果

が

成

熟

し

ま

す

。

 

暖

地

で

は

果

樹

と

し

て

栽

培

し

、

樹

皮

は

染

料

及

び

薬

用

と

し

 

果

実

は

生

食

又

は

塩

漬

、

砂

糖

漬

と

し

ま

す

。

 

昭

和

九

年

頃

当

時

、

岐

阜

師

範

学

校

教

諭

で

、

岐

阜

県

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

調

査

委

員

で

あ

っ

た

波

磨

実

太

郎

先

生

が

、

揖

斐

郡

春

日

村

方

面

よ

り

伊

吹

山

登

山

の

帰

り

、

岩

手

字

下

町

の

秋

葉

神

社

境

内

に

、

ヤ

マ

モ

モ

の

あ

る

の

を

知

ら

れ

、

付

近

の

山

野

に

自

生

し

て

い

る

か

を

、

岩

手

尋

常

高

等

小

学

校

訓

導

・

川

地

利

七

先

生

に

調

査

を

依

頼

さ

れ

ま

し

た

。

 

川

地

先

生

は

岩

手

の

山

野

を

跋

渉

し

、

二

十

四

本

自

生

し

て

い

る

こ

と

を

確

認

さ

れ

、

 

所

在

地

 

所

有

者

 

樹

高

 

下

町

秋

葉

神

社

の

ヤ

マ

モ

モ
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目

通

り

周

囲

 
樹

勢
 

等

詳

細

に

波

磨

先

生

に

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

 

そ

の

一

例

を

記

す

る

と

 

第

二

十

号

 
植

栽

雄

株

 

所

在

地

 
 

岩

手

下

町

二

四

〇

六

番

地

（

秋

葉

神

社

境

内

地

） 

所

有

者

 
 

下

町

組
 

樹

高

 
 

 

約

四

丈

八

尺

、

根

元

よ

り

二

幹

に

分

る

 

目

通

り

 
 

一

は

三

尺

七

寸
 

他

は

二

尺

四

寸

五

分

 

樹

勢

 
 

 

旺

盛

な

り

 

波

磨

先

生

は

、

昭

和

九

年

八

月

三

日

付

で

県

へ

 

ヤ

マ

モ

モ

は

暖

地

性

植

物

な

る

に

、

当

県

不

破

郡

岩

手

村

の

一

区

域

に

限

り

、

斯

く

多

数

自

生

す

る

は

頗

る

奇

異

の

現

象

な

り

。 

本

県

と

し

て

は

当

樹

の

分

布

上

極

め

て

珍

し

き

位

置

に

あ

れ

ば

学

術

研

究

上

の

資

料

と

し

て

保

存

を

要

す

。

 

と

調

査

報

告

を

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

又

昭

和

十

一

年

四

月

三

十

日

発

行

の

、

岐

阜

県

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

調

査

報

告

書

、

第

五

回

に

も

同

様

の

主

旨

が

記

載

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

昭

和

四

十

五

年

頃

、

岐

阜

大

学

で

再

調

査

さ

れ

、

昭

和

九

年

の

波

磨

氏

に

よ

る

資

料

と

比

較

し

て

み

る

と

、

約

三

十

五

年

間

で

、

目

通

り

で

約

十

～

三

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

の

成

長

を

示

す

。

し

か

し

、

ヤ

マ

モ

モ

は

あ

る

程

度

（

十

二

～

十

三

メ

ー

ト

ル

）

ま

で

伸

び

る

と

、

そ

れ

以

上

は

著

し

い

伸

長

を

示

さ

ず

、

そ

の

成

長

は

小

枝

が

密

に

つ

き

、

樹

冠

が

球

状

に

な

り

、

幹

が

太

く

な

る

こ

と

に

主

と

し

て

現

れ

る

よ

う

で

あ

る

。

 

 

自

生

株

は

、

此

ケ

谷

、

東

山

、

堂

谷

、

上

条

に

限

ら

れ

、

人

家

あ

る

い

は

林

道

に

近

い

日

当

た

り

の

よ

い

斜

面

の

中

段

か

ら

尾

根

（

海

抜

二

〇

〇

メ

ー

ト

ル

前

後

）

に

分

布

す

、

と

報

告

さ

れ

、
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樹

齢

を

重

ね

巨

木

に

な

っ

て

い

る

も

の

は

、

学

術

研

究

上

の

資

料

と

し

て

保

存

を

要

す

、

と

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

天

然

記

念

物

指

定

は

、

何

時

、

ど

の

よ

う

に

し

て

行

わ

れ

た

か

を

県

に

尋

ね

た

と

こ

ろ

、

昭

和

二

十

九

年

県

条

例

が

改

正

さ

れ

た

後

の

資

料

は

あ

る

が

、

そ

れ

以

前

の

は

倉

庫

入

り

の

た

め

調

べ

る

に

は

日

時

を

要

す

る

、

と

の

返

事

で

し

た

。

 

 

垂

井

町

で

は

 

 

垂

第

四

十

六

号

 

 

垂

井

町

天

然

記

念

物

指

定

通

知

書

 

 

物

件

及

び

数

量

 
 

 
 

 
岩

手

の

ヤ

マ

モ

モ

 

二

十

六

本

 

 

所

有

者

（

管

理

者

）

住

所

 

岐

阜

県

不

破

郡

垂

井

町

 

 

氏

 

名

 
 

 
 

 
 

 
 

垂

井

町

長
 

 

右

は

垂

井

町

文

化

財

の

保

護

に

関

す

る

条

例

の

規

定

に

よ

り

垂

井

町

天

然

記

念

物

に

指

定

す

る

。

 

 

昭

和

三

十

二

年

六

月

十

五

日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

垂

井

町

教

育

委

員

会

 
印

 

 

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

前

記

石

標

と

の

ち

が

い

が

あ

り

ま

す

が

、

県

条

例

改

正

と

、

町

村

合

併

に

よ

り

再

確

認

さ

れ

た

も

の

か

と

思

い

ま

す

。

 

波

磨

先

生

が

、

自

生

発

見

の

動

機

と

な

っ

た

秋

葉

神

社

の

〝

ヤ

マ

モ

モ

〟

は

何

時

頃

植

え

ら

れ

た

か

を

古

老

に

尋

ね

た

と

こ

ろ

、

秋

葉

神

社

は

昔

下

町

が

大

火

に

あ

い

、

火

の

守

り

神

と

し

て

遠

州

秋

葉

神

社

よ

り

、

寛

政

三

年

三

月

勧

請

、

そ

の

後

文

政

四

辛

巳

年

境

内

整

備

の

記

録

が

あ

り

ま

す

の

で

、

そ

の

頃

榊

と

共

に

田

町

の

高

木

氏

の

献

木

で

は

な

い

か

と

の

説

も

あ

り

ま

す

が

詳

か

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

 

昨

年

十

二

月

雪

害

を

防

ぐ

た

め

一

部

枝

打

ち

、

枯

枝

除

去

作

業

を

行

い

ま

し

た

が

、

今

後

消

毒

、

苔

の

除

去

等

を

行

い

、

〝

ヤ

マ

モ

モ

〟

を

守

っ

て

行

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

 


